
平成 年度

【評価の区分】

Ａ：期待どおりの成果が得られ、今後も事業を継続する

B：ほぼ期待どおりの成果が得られたが、さらなる発展のため事業を見直す余地がある

C：概ね期待した成果は得られたが、事業の見直しが必要である。

D：期待する成果が得られず、廃止も含めた見直しが必要

□ □ ■ □ □ ■

◎外部評価委員の評価・意見等

副館長　木村　純
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目　　　的

生涯学習及び地域の情報拠点として、市民の課題解決に役立ち、様々な情報に触れることがで
きる図書館を目指し、蔵書充実、読書環境整備、情報収集と発信などの充実を図る。また、豊か
な心と考える力を育むため、子どもの読書活動の普及を推進する。

今年度の
主要事業

○生涯学習拠点としての図書館の充実
○子ども読書活動の推進

26 事務事業に関する点検・評価シート 施策番号 Ｖ-16

重点施策 図書館活動の充実 評価実施者
所　　属 図書館
職・氏名
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区　　　　　　分 単位 H24 H25 H26

324 515 498

5.1

3 連携展示実施回数
目標

回
30 30 30

2
市民1人当たり貸出冊
数

目標
冊

5.3 5.3 5.3

特記事項

1
１日当たり入館者数
（本館）

目標
人

303 359 524 入館者数163,409人　目標172,000人
実績 開館日数328日

貸出冊数208,848冊　目標5.3冊
実績

市役所各課・まちなか・学校等連携展示
実績 26 28 41

5.2 5.0 全国4～6万人市平均　5.0冊

6.0 貸出冊数21,290冊　目標17,600冊
実績 5.3 5.9 7.2 児童生徒数2,941人

4
児童生徒1人当たり図
書館学級文庫貸出冊

目標
冊

5.3 5.9

6,000 目標前年20％増加
実績 - 5,484 8,992

5
学級文庫以外の団体
貸出冊数

目標
冊

- 5,000

100.0% 滝川市子ども・子育て支援事業計画
実績 - - 95.6% 幼児健診目標値

6 ブックスタート配布率
目標

％
- -

事業の分析
効果の検証

■便利で役立つ立ち寄り型図書館として、非常に多くの市民へ、図書に留まらない幅広い情報
を提供して、地域の情報拠点となっている。また、地域の本のセンターとして、図書館以外の
場所での読書コミュニティの形成を支援して、本を読むことのできる環境が拡大された。さら
に、ブックスタートにより、乳幼児期からの、絵本による親子の触れ合いづくりと読書習慣形
成が進展した。
・入館者数は16万人以上で、高い水準を保ち、貸出冊数は、全国平均と同レベルで、便利で役
立つ立ち寄り型図書館として、市民に定着した。
・連携展示は、市役所各課等との積極的な連携により前年の1.5倍となり、人の集まる図書館の
情報発信機能が、行政と市民を結ぶツールとして活用されてきている。
・子どもの読書活動の推進については、図書館学級文庫や、それ以外の団体貸出冊数が大きく
伸び、様々な場所で本に触れる機会が増加することで、読書習慣定着に寄与している。また、
新規事業のブックスタートは、赤ちゃん対象の絵本読み聞かせ会参加者が、前年度から10％増
加したほか、赤ちゃん絵本の貸出冊数が7％増加するなど、効果が現れはじめている。

課題

生涯学習拠点としての図書館の充実：今後とも継続的な蔵書の充実、ソフト事業の実施、積極
的な情報発信により、情報拠点の機能を維持強化する必要がある。
子ども読書活動の推進：学校をはじめ地域・幼稚園・保育所等との一層の連携強化が必要であ
る。

評価 Ａ

評価の視点１　期待どおりの効果があったか
入館者数、貸出冊数の数値は良好であり、生涯学習と地域の情報拠点としての立ち寄
り型図書館が、定着したものと考えられる。また、子どもの読書活動の推進について
も、一定の効果があがっているものと考えられる。
評価の視点２　施策の目的を達成するため、事業見直し等の余地があるか
市民に役立ち、利用しやすい図書館を目指すためにも、ニーズとともに特色のある蔵
書の充実を図りながら、カウンターをはじめとした、親しみやすく暖かいサービスを
より強化し、併せて、ソフト事業や連携事業、情報発信を積極的に進める必要があ
る。

点検・評価に関
するコメント

地域に根ざした地方の機関紙、資料などは個別の団体でも保存していると思うが、公共施設でも
収集・保存してほしい。

事業の今後
の 方 向 性

生涯学習及び地域の情報拠点として、さらに「市民に親しまれ頼りになる使いやすい図書館」
を目指して、基盤である蔵書の充実と各種サービスとソフト事業実施に取り組む。また、子ど
もの読書活動については、計画に沿った形で各事業を関係各機関等と連携を深めながら推進す
る。
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